時は天保14年(1843年)のこと。天保の改革と呼ばれる政策をおこなっていた時代です。
その改革政策のひとつに、下総国印旛沼の干拓事業がありました。
当時は江戸時代初期の治水工事で利根川水系と接続したことにより、しばしば水害を受けていましたが、
これを抑えるべく干拓事業が行われていました。

事件が起きたのは天保14年9月2日。印旛沼の弁天山という場所付近で水路工事を行っていた時のことです。
沼から濁り水が噴出する現象が発生しました。
これを解決するべく役人らが監視していたところ、

突然大雨· 大風の嵐となり暗闇に包まれ、周囲が光り、この怪獣が現れたのです。

怪獣は、体長は約4.8m、頭部だけで1.8m、全身が黒く、猿のような顔つきで、30cmもある爪を持っていたそうです。
暫くの間大きな岩に腰掛けていた怪獣ですが、突然雷のような轟音を立て、監視中の役人13人が即死してしまったというのです。

[bookmark: _GoBack]目撃したもののうち生き残ったのは僅か3名。しかし後に重病を患ったという。この話は3つの古文書に記されています。
